
船舶事故調査報告書 

令和４年１１月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和４年４月２２日 １０時００分ごろ 

発生場所 新潟県上越市直江津港 

直江津港第３東防波堤灯台から真方位１７１°５００ｍ付近 

（概位 北緯３７°１２.７′ 東経１３８°１６.４′） 

事故の概要  プレジャーボートAYAHIME
ア ヤ ヒ メ

は、錨泊中、錨索を張り合わせようとし

た同乗者が落水した際、大きく動揺して船長も落水するとともに転覆

した。 

事故調査の経過 令和４年５月１０日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート AYAHIME、５トン未満（長さ２.９５ｍ） 

 ２２０－２２８２４新潟、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、水温 約１２℃ 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、直江津港で釣

りをしながら錨泊中、同乗者が錨索を張り合わせる作業を行っていた

ところ、バランスを崩して落水した。その際、船体が大きく動揺して

船長も落水するとともに転覆した。 

船長は、落水後、本船の船底に上がり、防水型携帯電話で１１８番

通報をした。 

同乗者は、付近を航行していた船舶に、船長は、来援した巡視艇に

救助され、本船は巡視艇によりえい
．．

航された。 

船長及び同乗者は、共に救命胴衣を着用していた。 

分析 

 

 本船は、直江津港で錨泊中、同乗者が、錨索を張り合わせる作業を

行っていた際、バランスを崩して落水したことから、船体が大きく動

揺して転覆したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が直江津港で錨泊中、同乗者が、錨索を張り合わせ

る作業を行っていた際、バランスを崩して落水したため、船体が大き

く動揺して転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の同乗者は、錨泊中、錨索を張り合わせる場合、バラン

スを崩して落水しないように、力を加減し、姿勢を低くするなど

して行うこと。  


